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Rotatorに関する実験

Experiments . of Rotator. 

井
田

浩上

中 洋

Because rotator， which can rotate voltage-current characteristics by arbitary angles， 
has a negative resistance element， its stability is important. In this article， its stability， 
error， and experiment are given. 

1 . 緒 言
任意に与えられた電庄，電流特性をある角度回転し

て新しい電圧電流特性をうることができれば便利なこ
とがある。たとえば整流特性など一例であるが，電圧
電流特性曲線が多価関数である場合にはこれを回転し
た特性曲線に飛躍点ができない場合はパッシプな 回
路，あるいはアクティプな回路素子として重要となっ
てくる。本文はその中，R-Rotatorについて実験した
結果について述べたもので，安定性のある演算増巾器
を用いて負性素子を作りえたので，この組合わせによ
り特性のよいRotator がえられた。

2. Rotatorの理論
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図 1
今P2より0だけP1へ回転するものとすると
vl=rcos (0+伊)

=r cos cp cos O-r sin cp sin 0 
Ï!=rsin (O+cp) 噌4

.、tt』BBBEElsy= r cos cp sin 0+ r sin cp cos 0 
であるので， rsincp=i2， rcoscp=V2を代入すると

Vl=V2 cos 0ーi2 sin 0 ) 
i (2) h =V2 sin 0-'2 cos.O J 

すなわち
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今，図-2のようにπ型とT型で実現するものとす
る。π型の場合は次のようになる。
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T型の場合には

Rl =-�θtan 0 I 一・一一日-� Ki --- - 2 � (7) 
R ko 1 2 = ::-: cosecO I 
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。の正負によってRt. R2の正負が入れかわる。
3，負性抵抗

安定な負性抵抗を作るために演算増巾器を用いた。
実験には2種の負性抵抗を用いたが 図-3aをShort
Circuit Stable CS. C . S) ，bをOpen Circuit Stabe[ 
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(o.c.S) と 称す る 。

Rin 

図- 3 ， a

図- 3 ， b
Rinの小 さ い と き は入力側か ら見 た impedance は

(-Rin) と な る けれ ど も Rinが大き く な る と 演算増巾
器の入力impedance により(-Rin) と は 異 っ て く

電源抵抗Rs と の 聞に はo.c.sの場合には

1 -RL cot () Rs> RL+ cot () 

s.c.sの場合には

l-RLcot() Rs < RL+ cot () 

の条件を満足せ し め る と 発振がおこ らず安定に使用 で
き る 。 こ の限界の両辺の相等 し い場合のRs と RL と の
関係を求め る と

図-5
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基準化したRL;t.O

る 。 s.c.s と o.c.sにつ い てRin に対す る 入力 次にDiodeを用い て感度の実験を行っ た。

impedanceを実測 した結 果を 図�4に示す。 こ の感度は図-6 に示すように角度 の大き い部分で角
度誤差が大 き く な る 。
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図-4
氏(OCS)orR(SCS)) lOOk.Q 

s.c.sの場合に は演算増巾器の入力抵 抗が 1 00
kOのた め ， 算定抵抗

_Rinx ( 1 00kO) -R(n) 一 一Rin一( 1 00kO)

と し て求め られ， 同様にo.c.sの場合には

_Rinx ( 1 00kQ) -R(n) 一一一一一一一一一一
Rin + ( 1 00kO) 

と して求めれば実験 と 一致す る こ とがわ か る 。

4. Rotator の安定性と感度

Rotatorの入力impedanceは負荷抵抗ZL (P) ， 回転
角。 と す る と

Zi (P)=ヌL (P) cot ()- 1 
乙L (P) + coi () 

と し て求め ら れ る の で， lL ( P) を純抵抗RL と す る と

図ー7の写真はRin におい て規定値の も の と 10 % 増加
の も の ， 20%増加の も のとの 3 本が各々示さ れており
角度。 の大 き い も のほ ど誤差が大 き くでてい る 。
5 . Diode の回転例

Rotatorの負荷 と し てDiodeを用 いた例を図示 す
る 。 (図- 8 )

6. Transistorの回転例

Transistor 2 S A52の-300， -45c回転し たと き の
特性を 図- 9 に示す。
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こ の特性を取 る と き に 使用 し た 回路 を 図-1 0に 示す。

図-1 0

す な わ ち ベ ]λ に 階段状波形電圧を加え， コ レ ク タ
ー 電圧を鋸歯状波に掃引 し て静特性を商か し め て， こ

れ を 回転 し た も の で あ る 。

7. 結 言
安定 な るR-RotatoI を作る こ と がで き ， 理論を う

らづ け る こ と がで‘ き た 。 現 在ア ナ ロ グ電子計算機 の 関
数 発生器 と し て使用可能 と息 われ る が， 更 に 用途開 発
は 将来に ま ちた い と 考える 。
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